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明るいお正月

　歳末たすけ合い運動に

　ご協力を(12月末まで)

　
　
「
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を
送
り
た
い
」
－
こ

れ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
願
い
で
す
。
こ
の
願

い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
だ
れ
も
が
等
し
く
保
障
さ

れ
て
い
る
の
が
基
本
的
人
権
で
す
。
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
年
）
十
二
月
十
日
、
国
連
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
十
二

月
十
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
我

が
国
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
人
権
を
尊
重
す
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
、
い
ま
一
度
、
人
権
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

　
世
界
人
進
碧
慰
は
、
「
す
べ
て

の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
か
ら
に
し

て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と

権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と

ラ
た
っ
て
い
毒
ｙ
。
ま
た
塵
琉
Ｊ

も
、
生
き
て
い
く
権
利
、
教
育
を

受
け
る
権
利
、
職
業
選
択
の
自
由
、

居
住
・
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自

由
、
幸
福
追
求
の
権
利
な
ど
一
人

ひ
と
臼
が
人
間
β
し
ぐ
幸
せ
に
生

き
る
た
め
に
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
「
基
本

的
人
権
」
を
す
べ
て
の
人
に
保
障

し
て
い
ホ
チ
。

　
基
本
的
人
権
は
、
人
類
が
長
い

歴
史
の
中
で
た
ゆ
み
な
い
努
力

Ｍ
Ｂ
み
璽
ね
て
確
立
し
た
も
の
で

あ
り
、
私
た
ち
は
、
こ
の
権
利
を

お
互
い
に
尊
重
に
Ｘ
□
、
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
次
わ
り
に

は
、
例
ふ
安
性
に
対
す
る
差
別

や
障
害
者
に
対
す
る
差
別
、
あ
る

知
っ
て
い
ま
す
か
国
際
識
字
年

　
今
年
は
、
「
国
際
識
字
年
」
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
三
年
前

の
一
九
八
七
年
十
二
月
七
日
、

国
連
総
会
は
、
一
九
九
〇
年
を

　
「
国
際
識
字
年
」
と
す
る
決
議

を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
現
在
も
世
界
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
、
文
字
か
読
み

書
き
で
き
な
い
人
び
と
（
非
識

字
者
）
が
多
く
、
非
識
字
の
克

服
が
全
世
界
共
通
の
課
題
で
あ

い
は
民
族
の
違
い
に
よ
る
差
別
な

ど
、
不
当
な
差
別
や
偏
見
に
よ
っ

て
、
こ
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ

れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
が
あ

り
ま
ず
。
中
で
も
、
同
和
地
区
の

人
び
と
に
対
す
る
基
本
的
人
権
の

侵
害
は
、
未
解
決
の
ま
ま
に
放
置

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
最
も
深

刻
か
つ
重
大
な
社
会
問
題
で
Ｔ
。

　
同
和
地
区
は
、
江
戸
時
代
徳
川

幕
藩
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
く
過

程
で
、
民
衆
盈
鉛
支
配
す
る
た

め
に
、
政
治
的
な
目
的
で
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
総
人
口
の
含
お
ず
か

七
§
に
過
ぎ
な
い
武
士
が
、
八
〇

％
以
上
も
の
農
民
夕
王
地
に
縛
り

付
け
、
年
貢
を
取
口
上
げ
る
た
め

に
、
「
士
農
工
商
」
の
身
分
制
度

夕
設
け
、
そ
の
下
に
更
に
低
い
４

分
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
最
も

低
い
身
分
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
人

び
と
は
、
当
時
の
主
要
な
産
業
か

ら
鈴
め
出
さ
れ
、
牛
吝
の
多
り
ゆ

る
面
ま
で
厳
し
ぐ
差
別
さ
れ
ま
し

　
市
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
長
年
要
望
し
て

き
た
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
六
地
蔵
新
駅
（
仮
称
）
は
、

宇
治
市
域
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
計
画
で
は
、
新
駅
の
位
置
は
六
地
蔵
奈
良

町
で
、
市
道
町
並
徳
永
線
と
山
科
川
の
間
。

Ｊ
Ｒ
敷
地
内
に
ホ
ー
ム
と
駅
舎
夕
設
置
し
、

行
き
違
い
施
設
を
備
え
た
駅
と
な
る
予
定
で

す
。

　
市
で
は
、
平
成
四
年
春
の
開
業
を
目
指
す

と
共
に
、
市
道
の
一
部
拡
幅
、
自
転
車
等
駐

車
場
や
歩
行
者
専
用
道
路
な
ど
の
関
連
施
設

'
Ｓ
>
m
し
、
交
通
・
商
業
の
拠
点
と
し
て
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

一
ト
計
画
位
置
図

▲
設
置
予
定
地
付
近
を

　
走
る
電
車

る
こ
と
か
ら
、
向
こ
う
十
年
間

に
わ
た
っ
て
運
動
を
繰
り
広
げ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
一
九
八
五
年
の
ユ
ネ
ス
コ
調

査
に
よ
る
と
、
世
界
の
成
人
（
十

五
歳
以
上
）
の
二
八
％
に
及
ぶ
、

約
八
億
九
千
万
人
も
の
非
識
字

者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
石
も
、
そ
の
九
八
％
近
ぐ

は
発
展
途
上
国
に
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
非
識
字
は
、
開
発
の

た
。
そ
し
て
、
「
百
姓
は
ま
だ
ま
ふ
、

「
上
見
て
暮
ら
す
な
、
下
見
て
暮
ら

せ
」
と
民
衆
の
不
満
を
慰
め
る
思

想
を
定
着
さ
せ
た
の
で
す
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
に

解
放
令
が
出
さ
れ
、
同
和
地
区
の

大
び
と
に
対
す
る
長
い
間
の
不
当

な
身
盆
罰
は
制
度
上
な
ぐ
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
解
放
令
に

は
、
同
和
地
区
の
大
び
と
に
対
し

て
、
牛
活
忿
収
善
し
た
り
、
職
業
を

保
障
す
る
よ
シ
な
、
実
質
的
に
生

活
の
向
上
を
図
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
同
和
地
区
の
大
び
と

は
、
自
ら
の
解
放
含
揚
し
、
大
正

古
年
（
一
九
二
二
年
）
、
全
国
水

平
社
夕
結
成
し
、
運
動
を
展
開
し

ま
し
た
。
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人

間
に
光
あ
れ
」
と
結
ば
れ
て
い
る

こ
の
宣
言
は
、
日
本
の
人
権
宣
言

と
言
え
る
も
の
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
戦
後
も
同
和
地
区
の

大
び
と
の
粘
り
強
い
運
動
と
国
民

各
層
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
昭
和

四
十
年
（
一
九
六
五
年
）
に
、
国
の

同
和
対
策
審
議
心
一
答
申
は
、
同
和

同和問題啓発映画・

ビデオの貸し出し
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遅
れ
や
貧
困
と
深
い
か
か
わ
り

夕
痔
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
識
字
年
を
契
機

と
し
て
、
私
た
ち
は
人
権
尊
重

の
意
義
を
更
に
自
分
に
問
い
か

け
、
互
い
の
理
解
夕
深
め
合
い

た
い
も
の
で
す
。

問
題
の
解
決
に
向
け
、
国
や
地
方

自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な

ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
そ
の
趣
旨
を
具

体
化
す
る
た
め
に
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
、
国
や
地
方
自
治
体
は
、

牛
活
環
境
の
改
善
を
ほ
じ
め
、
社

会
福
祉
の
増
進
、
産
業
の
振
興
、

職
業
の
安
定
、
教
育
の
充
実
、
人

権
擁
護
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
日
で
は
生
活
環

境
の
改
善
を
中
心
に
一
定
の
改
善

か
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
同
和
問
題
の
中
心
的

課
題
で
あ
る
産
業
職
業
問
題
が
十

分
吹
善
さ
れ
て
い
る
な
旨
ｙ
？
、

こ
の
こ
と
が
教
育
や
文
化
の
面
に

左
会
琶
笛
蚕
ヲ
凡
て
い
ま
罵

　
同
和
問
題
の
解
決
９
訳
に
同

今
も
な
お
同
和
地
区
の
人
び
と
が

か
か
え
て
い
る
生
活
面
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
格
差
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
と
併
せ
て
、
私
た
ち
の
心
の
中

に
あ
る
祠
見
”
差
別
”
と
い

う
鎖
を
解
き
放
し
て
い
く
た
め
の
。

一
人
ひ
と
り
の
日
々
の
営
み
が
大

切
で
す
。

　
市
で
は
、
人
権
週
間
や
国
際
識

享
年
の
取
り
組
み
と
し
て
、
講
演

会
を
開
催
し
た
り
、
公
民
館
講
座

の
中
で
、
同
和
問
題
や
人
権
問
題

を
取
口
上
げ
る
な
べ
同
和
問
題

奎
埋
解
し
、
学
ぶ
機
会
か
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
職
場
、
学

校
な
ど
の
同
和
問
題
学
習
会
や
研

修
心
一
に
は
、
同
和
問
題
啓
発
映
画

や
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
同
和
問
題
の
解
決
か
百
ら
の
課

題
と
し
、
こ
ラ
し
た
取
り
組
み
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
牽
訪
に
す
る
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
蔵
私
た
ち

み
ん
な
の
力
で
進
め
て
い
康
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

課 題　　　名 規　格

社

会

教

育

課

おばあちゃんの遺言
夜明けをめぎして

星がきれいに見える町
春を呼ぶうずしお

いぷき
波きらめくとき
希望への道

ちいさな指輪
藻旱の花の咲く頃

16!，55分

16', 30分

16'･j 54分

16へ, 57分

16'･■52分

16'･■52分

16', 58分

16', 55分

ビデオ55分

同

和

対

策

室

結婚

美しい季節
誕　生
ひまわり

五十年の沈黙
燃ゆる街

早　春
昌夫の日記

ちいさな指輪

16', 55分

16', 54分
16'.,55分
16'.,55分

16', 54分

16', 90分
16', 54分

ビデオ54分
ビデオ55分

※ビデオはＶＨＳだけ

あなたもわたしも

　　　　守ろう人権

12月６日(木)に人権特設相談所開設

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
、
四
十
二
回
目
の
人
権
週
間

で
す
。
城
南
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
と
京
都
地
方
法
務
局
宇
治

支
局
及
び
市
で
は
、
こ
の
週
間

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
人
権

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
李
ず
。

　
▼
と
き
・
：
１
９
一
月
６
日
田
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
、

広
野
公
民
館
、
木
幡
公
民
館

　
▼
相
談
内
容
・
・
・
○
差
別
か
甕

け
た
り
、
名
誉
・
信
用
を
侵
さ

れ
た
（
Ｙ
ハ
に
い
や
が
ら
せ
を

さ
れ
た
り
、
義
務
の
な
い
こ
と

m
要
さ
れ
て
困
っ
て
い
る

ｏ
児
童
・
生
徒
が
い
に
ゐ
ら
れ

た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て

い
る
ｏ
女
性
ふ
石
七
・
老

人
な
ど
が
虐
待
さ
れ
て
い
る

ｏ
騒
音
・
悪
臭
・
ば
い
煙
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
○
離
婚
・
扶

養
・
相
続
な
芦
家
庭
の
も
め
ご

と
で
困
っ
て
い
る
な
ど

　
ま
た
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
の
自
宅
で
も
、
随
時
相
談
に

５
じ
て
い
‘
’
ヂ
。
直
接
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
　
（
広
報
課
）

Ｓ　　　人権擁護委員(敬称略)

；
｜

｜

｜

氏　名 住　　所 電話

青山　一雄宇治善法11の５ 21-4380

東　重子 羽拍子町22 43－7723

井戸田　侃木幡熊小路4の８31－8489

北川　　稔伊勢田町毛語40 41－7260

熊木　治夫横島町北内53 22－0153

柴田　定治木幡平尾17の63 32－6620

谷口　武治宇治宇文字11の1221-4611

福島　秀次広野町寺山53の３43－2689

藤原　了孝五ヶ庄大林43の１31－8532

前川　桂子菟道丸山１の6921－3458

人権思想啓発活動の強調事項

○
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

　
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

○
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

　
を
築
こ
う

　
●
部
落
差
別
・
外
国
人
差
別
な
ど

　
　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
そ
う

　
●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

　
●
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

　
実
現
し
よ
う

○
い
じ
め
・
体
罰
の
根
を
絶
と
う

1185

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
浹
る
資
源
を
大
切
に
◆

差別のない社会を目指して

基
本
的
人
権
と
は

同
和
問
題
の
経
過

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

仮
称
六
地
蔵
新
駅
設
置
決
ま
る

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

人権週間記念講演会

講
演
識
字
年
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
人
権
を
考
え
る

　
講
師
一
京
都
新
聞
社
論
説
委
員
吉
田
賢
作
さ
ん

映
画
『
竹
の
子
の
う
た
』

1
2
月
7
日
廊
午
後
1
時
半
～
4
時
半
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）



………OPENＴＨＥ　ＷＩＮＤＯＵオ

ープンザウィンドウ

■　　　¶r･｢i¶■　　　　・　　　j　……THE丿WINDOW丿……
二身近な生活のヒトコマに題材を求

］め、女性問題を考えるコ―ナーレ

　
近
年
、
女
性
の
職
場
進
出
が

著
Ｌ
Ｉ
増
加
し
、
現
在
で
は
、

約
千
一
八
百
邸
十
万
人
の
女
性
が

働
い
て
い
ま
ず
。
ま
た
、
そ
の

働
く
場
で
の
男
女
平
等
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

内
の
七
つ
％
近
ぐ
が
既
婚
者
で

す
（
平
成
元
年
度
婦
人
労
働
白

書
）
。

　
こ
の
よ
シ
な
状
況
の
中
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
徊
竹
さ

れ
て
五
年
目
か
迎
え
、
多
く
の

企
業
で
、
女
性
の
雇
用
管
理
の

改
善
が
進
む
と
共
に
、
女
性

労
働
者
自
身
の
職
業
意
識
の
向

上
や
、
女
性
を
積
極
的
に
活
用

寒
さ
な
ん
か
へ
っ
ち
や
ら
だ
！

風
邪
な
ん
か
ブ
ッ
飛
ば
せ
！

引
っ
込
ん
で
ば
か
り
い
な
い
で

　
面
白
い
こ
と
探
し
に

　
　
外
へ
出
掛
け
よ
う
！
！

広野町寺山17

豊4i・フ450

　
冬
の

　
子
ど
も
ク
ラ
ブ

　
楽
し
い
冬
休
み
な
有
意
義
に
過

ご
す
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
①
1
2
月
2
5
日

㈹
＝
大
字
あ
び
の
び
書
こ
う
～

習
星
河
一
月
2
6
日
困
＝
楽
し
い
紙

工
作
～
作
っ
て
遊
ぼ
う
。
い
ず
れ

も
午
前
９
時
半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ

・
：
広
野
公
民
館
▼
指
導
・
・
・
①
元
小

学
校
教
諭
・
木
田
光
子
さ
ん
②
元

城
陽
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
・

中
津
川
美
津
子
農
几
▼
対
象
…
市

内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
～
６
年

生
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
広
野

公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

し
て
い
こ
シ
孚
恚
社
会
の
機

運
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
ず
。

　
京
都
府
の
「
婦
人
問
題
に
関

す
る
意
識
・
実
態
調
査
」
で
の

「
法
律
・
制
度
改
正
の
周
知
ぎ

で
も
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

の
周
知
度
が
最
も
高
く
、
「
よ

く
知
っ
て
い
る
」
と
「
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」
兌
Ｂ
せ
る
と
、

八
〇
％
以
上
の
人
が
知
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
１
）
。

　
働
く
女
性
の
後
ろ
盾

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
は
、

募
集
・
採
用
か
ら
定
年
・
退
職

に
至
る
雇
用
の
各
段
階
に
お
い

て
、
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待小倉町寺内91

a22・4 ６８７

　
親
子
し
め
な
わ

　
づ
く
り
教
室

　
親
子
で
「
史
Ｗ
し
め
な
わ
」

忿
尽
て
、
お
正
月
に
飾
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
一
人
で
も
、
申
し
込

遇
の
確
保
鷺
軽
一
す
る
た
め
、

事
業
主
に
一
定
の
措
置
か
講
じ

る
ぶ
つ
求
め
て
い
ま
ず
。
働
ぐ

女
性
に
と
っ
て
は
、
法
的
な
強

い
「
後
ろ
芦
が
で
き
た
と
い

え
ま
ず
。

　
し
如
し
、
こ
の
こ
と
は
、
一

方
で
、
女
性
自
４
に
職
業
人
と

し
て
の
息
尹
求
め
る
も
の
で
、

仕
事
に
対
す
る
甘
え
や
逃
げ
が

許
さ
れ
な
ぐ
な
り
車
ｙ
。
ま
た
、

既
婚
者
に
と
っ
て
は
、
男
女
を

・
問
わ
ず
、
仕
事
か
家
庭
か
の
二

者
択
一
で
は
な
ぐ
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
に
つ
い
て
、
真
剣
に

向
き
貿
委
勢
が
必
要
と
な
る

。
で
し
ょ
う
。

み
で
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
2
5
日
脚
、
午
前

の
部
―
午
前
９
時
半
L
1
1
時
半
・

午
後
の
部
＝
午
後
Ｌ
時
半
Ａ
時

半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公
民
館
▼
内

容
…
ワ
ラ
で
縄
を
な
っ
て
「
し
め

な
わ
」
を
作
り
車
ｙ
▼
指
導
・
・
・
小

倉
喜
老
会
の
皆
μ
ん
▼
対
象
・
・
・
市

民
。
子
μ
に
石
は
小
学
校
４
年
生
Ｉ

中
学
生
▼
定
員
…
各
4
0
人
（
先
着

順
）
▼
材
料
費
・
・
大
人
＝
２
５
０

円
、
そ
Ｅ
ｒ
１
５
０
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
小
倉
公
民
館
へ
電
話
か
来

館
で
。

▲お母さんと一緒にしめなわづくり。上手にできるかな？

　(昨年の親子しめなわづくり教室，小倉公民館で)

だ
け
ど
、
職
場
で
は

残
念
な
こ
と
に
、
多
く
の
職

法律制度改正の周知度図1

場
で
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問

題
が
讐
瓦
て
お
り
、
女
性
が

そ
の
能
力
か
千
分
に
発
揮
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ

り
ま
ず
。
図
２
の
と
お
り
、
六

〇
弧
以
ト
石
の
女
性
が
、
な
お

　
「
職
場
で
の
女
性
の
地
位
は
不

平
等
」
と
Ｓ
じ
て
い
ま
ず
。

D 10 20 30 40 50 60 70 8a 90 la
・　ｉ　　・　　ｉ　●　　　　●

二sミ二乱R淵兇PS^卯月

／　　　　　／

ぶミ挑b dd 沿防州
へ　　　　　＼

:ぷ1;l‘§Efl｀.し.一拾S白説白目
ヘ　　　ヘ

=妬芦号どぢぎを二胆恥く∽ssa∽
１

E如こよ丿ら･云ぶ沁ﾓｔ~ｄｄｂ~ｄｄｂ

/　　　/

二茸｀25濠P四心PP3∽叩1

民法などの改正

国籍法・戸籍法

の改正

学習指導要領の

改訂検討

国民年金法など

の改正

男女雇用機会均

等法の制定

女子差別撤廃条

約の批准

大久保町平盛30

酋44・ 7447

　
版
画
で

　
年
賀
状
づ
く
り

　
版
画
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀

状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
８
日
出
、
午
後

Ｌ
時
半
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
↓
ハ

久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・

定
員
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学
校
低
学

年
ふ
哭
、
小
学
校
高
学
年
ト
中

学
生
よ
Ｊ
人
。
い
ず
れ
も
先
着
順

▼
参
加
費
…
木
版
代
－
１
０
０
円

ゴ
ム
版
代
＝
5
0
円
・
ス
チ
レ
ン
版

代
_
o
円
▼
持
参
品
・
・
・
年
賀
状
、

彫
刻
刀
（
低
学
年
は
不
要
）
▼
申

し
込
み
・
・
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
2
日
困
・
2
6
日

唄
午
後
３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ

Eコよく知っていi 匹S聞いたことがある□]全く知らない

資料：京都府｢婦人間題に関する恵識･実態調査」(昭和62年2月)

図2.職場の中での男女の地位は平等か(全国･女性)

る
：
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
・
：
幼
児
よ
学
校
低
学
年
▼

参
加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
当

日
直
接
会
場
へ
。

　
ク
リ
ス
マ
ス

　
お
楽
し
み
会

　
人
形
劇
舎
兄
て
、
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
剪
響
じ
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
卿
局
一
、
午
後

１
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久
保

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
・
人
形

劇
・
紙
芝
居
・
ゲ
ー
ム
な
ど
▼
協

力
・
：
仏
教
大
学
児
童
教
科
研
究
部

の
皆
ポ
ん
▼
参
加
費
…
無
料
▼
申

に
込
み
…
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
女
性
側
の
能
力
の
向
上
や
勤

労
意
欲
の
高
揚
と
あ
い
ま
っ
て
、

　
「
女
性
に
と
っ
て
も
働
准
や
す

い
職
場
」
と
し
て
の
条
件
整
備

な
ど
が
、
今
後
一
層
強
く
求
め

ら
れ
ま
ｙ
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

賃料：総理府｢女性に関する世論調査｣(昭和62年月)

第6回市立幼稚園こども音楽会

12月９日（日）午前10時～正午

文化センター大ホール　入場無料

素直な思いをはきはきと

11月17日「中学生の主張」大会開かれる

の
な
ど
の
身
近
な
も
の
か
ら
、

自
分
の
体
験
鷺
堰
じ
て
障
害
を

持
つ
人
た
ち
と
共
に
生
章
今

と
呼
″
掛
け
た
も
の
、
生
命
の

尊
堂
笹
界
の
平
和
寞
災
た

も
の
な
ど
、
広
い
範
囲
に
わ
た

り
i
M
-
ｉ
４
Ｊ
が
、
い
ず
れ
の
発
表

も
、
は
危
害
と
し
た
話
し
万

で
、
聞
く
人
の
胸
に
深
い
感
銘

を
９
た
る
内
容
の
も
の
で
し
た
。

　
中
学
生
や
保
護
者
な
ぺ
会

場
を
埋
め
た
約
千
三
百
の
人
た

ち
も
、
黎
心
に
】
彙
債
け
、
発

表
が
終
わ
る
た
び
に
、
大
き
な

拍
手
か
遥
っ
て
い
次
レ
だ
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
今
回
の
「
中
学
生
の
主
張
」

発
表
者
の
氏
名
と
学
校
名
、
発

表
の
テ
ー
マ
は
、
次
の
と
お
り

　
第
九
回
牢
色
市
「
中
単
生
の
　
で
す
。
（
発
表
順
・
敬
称
略
）

主
張
」
真
が
、
十
一
月
十
七
上
和
閣
美
（
北
宇
治
中
１
年

日
、
文
化
セ
ン
タ
ト
大
ホ
ー
ル
　
　
・
：
挨
拶
か
ら
触
れ
合
い
へ

で
開
か
れ
、
市
内
の
各
中
学
校

の
代
表
十
八
人
が
、
意
見
を
発

表
し
奔
レ
た
。

　
発
表
の
テ
ー
マ
は
、
日
ご
ろ

の
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
、
友
人

や
家
族
と
の
交
流
か
ら
得
た
も

W

大
賀
千
皇
（
南
宇
治
中
３
年
）
・
：

　
わ
た
し
に
と
っ
て
の
２
年
半

ご
1
0

奥
田
糧
（
木
幡
中
３
年
）
…
後

　
侮
の
一
日

土
橋
美
絵
（
横
島
中
１
年
）
・
：
私

　
夕
成
長
さ
せ
た
ク
ラ
ブ
活
動

飯
田
耕
作
（
宇
治
中
３
年
）
・
：
障

　
害
か
石
つ
人
々

池
田
尊
子
（
西
小
倉
中
ふ
年
）
・
・
・

　
自
分
の
意
見
と
大
人
の
意
見

渡
辺
将
司
（
広
野
中
２
年
）
・
・
・
挨

　
拶

久
保
政
進
（
東
宇
治
中
３
年
）
・
・
・

　
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
λ

　
る

矢
部
小
恵
子
（
西
宇
治
中
１
年
）

　
・
：
ガ
ン
と
戦
ラ
お
じ
い
”
ん

　
と
母

脇
田
友
見
（
北
宇
治
中
２
年
）
…

　
自
分
の
体
を
大
切
に

新
谷
亮
（
南
宇
治
中
１
年
）
・
・
・

　
ア
ジ
ア
侵
略
に
お
け
る
日
本

　
軍
の
残
虐
行
為

梶
原
由
佳
里
（
木
幡
中
１
年
）
・
・
・

　
身
体
障
害
者
問
題

石
川
浮
也
（
棋
島
中
１
年
）
・
・
・
戦

　
争
と
平
和
に
つ
い
て

三
俣
ひ
ろ
み
（
宇
治
中
２
年
）
・
：

　
身
近
で
一
番
大
切
な
も
の

大
石
智
之
（
西
小
倉
中
２
年
）
・
・
・

　
牛
百
る
権
利

稲
員
康
肺
（
広
野
中
１
年
）
．
．
．
考

　
え
る
葦
人
間
－

岩
田
聖
子
（
東
宇
治
中
２
缶
・
・
・

　
先
輩
と
後
輩

中
林
和
美
（
西
宇
治
中
２
年
）
・
：

　
心
の
叫
び

　
　
　
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

無
火
災
で
過
ご
そ
う
年
末
年
始

1
2
月
1
0
日
か
ら
１
月
1
0
日
ま
で
火
災
予
防
運
動

　
こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
も
本
格
化
し
、

火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
一
方
、
あ

わ
た
だ
し
さ
が
加
わ
り
、
つ
い
火
の
用

心
を
う
つ
か
り
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
火
災
か
ら
、
大
切
な
生

命
・
財
産
を
守
り
ま
し
よ
う
。
ま
た
、

消
火
活
動
に
支
障
を
与
え
る
迷
惑
駐
車

は
や
め
ま
し
よ
う
。
　
（
消
防
本
部
）

1186

広野公民館

大久保青少年セン夕ー

小倉公民館

男
女
平
等

OPEN

THE

WINDOW

オープン・ザ・ウインドウ

ふれあいセンター

おはなし会

みんなできて不



1990年（平成２年）12月１日発行　第901号市政だより

第8回

宇治川ﾏﾗｿﾝ大会

参
加
者
を
募
集
尹
・

　
第
八
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
平
成
三
年
二
月
二
十
四
日
㈲

に
開
催
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
毎
年
、
他
府

宇
治
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
３
年
２
月
2
4
日
面

（
雨
天
決
行
）
▼
種
目
・
：
○
５
■
ｆ
ｒ
の

部
―
中
学
生
男
・
女
、
一
般
（
高
校

生
以
上
）
男
・
女
、
壮
年
男
子
（
4
0

歳
以
上
）
・
女
子
（
距
僻
空
）
0
1
0

’
Ｅ
の
部
＝
一
般
（
高
校
生
以
上
）
男
・

女
◎
2
0
＊
ｎ
の
部
上
般
（
高
校
生

以
上
）
男
・
女
▼
参
加
資
格
・
：
中
学

生
以
上
で
健
康
な
人
▼
参
加
費
・
・
・

感激のゴールイン／この瞬

間を体験してみませんか

一
般
＝
2
5
0
0
円
、
高
校
生
＝

1
5
0
0
円
、
中
学
生
＝
８
０
０

円
▼
申
し
込
み
・
：
所
定
の
申
込
書

に
参
加
費
か
添
え
て
、
３
年
１
月

1
6
日
團
必
着
で
、
剛
宇
治
市
体
育

協
心
一
第
８
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大

会
事
務
局
（
〒
6
1
1
五
ケ
庄
三
番
割
。

黄
聚
体
育
館
内
、
a
3
2
・
１
９
０

お
知
ら
せ

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
９
日
間
、
午
前

８
時
半
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
時
は
1
6
日
面
）
▼
コ
ー
ス
・
・
・
京

阪
宇
治
駅
↓
山
科
駅
↓
牛
尾
観
音

↓
石
山
駅
解
散
の
約
1
3
＊
▼
準
備

品
…
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
。

交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
木
村
色
賢
兄
（
豊
2
1
・
3

6
3
3
）
へ
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
青
空
手
作
り
教
室

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を

５
）
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
事
務

局
へ
▼
そ
の
他
・
：
開
会
式
と
閉
会

式
の
後
に
、
ゼ
″
ケ
ン
番
号
に
よ

る
抽
選
会
を
開
き
、
当
選
者
に
は

景
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
4
0
周
年
に
伴
ラ
各
種
の

「
特
別
亨
も
授
与
し
禾
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
９
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
（
昼
食
は
用
意

し
ま
す
）
ｙ
と
こ
ろ
・
：
炭
山
キ
ャ

ン
プ
セ
ン
タ
ー
（
現
地
集
合
・
解

散
）
▼
対
手
・
小
学
生
以
上
▼
定

員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
…
１

人
５
０
０
円
（
食
費
・
材
料
費
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
市
民

体
育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談

　
社
会
保
険
相
談
専
門
員
が
相
談

に
５
ｇ
Ｊ
チ
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
4
日
圖
、
午
後

Ｌ
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

尚

（
福
祉
年
金
課
）

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
保
険
料
の
納
付
は
、
年
金
の
受

給
権
公
得
る
た
め
に
重
要
な
も
の
。

納
め
忘
れ
る
と
、
万
一
の
事
故
の

と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
な
芦
を
受
７
μ
れ
な
い
ぱ

か
ひ
か
、
老
齢
基
礎
年
金
奈
疸

け
β
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
未
了
。

　
も
し
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
納
付
曳

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
5
日
出
、
午
後

Ｌ
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ

・
・
・
黄
槃
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
除
く
）
▼
定
員

…
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：

1
0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込

み
・
：
1
2
月
２
日
面
、
午
前
９
時
か

ら
直
接
、
黄
柴
体
育
館
（
公
3
3
・
4

0
0
1
）
へ
。
顔
写
真
（
３
ｔ
Ｘ
２
・

５
ｔ
）
が
必
要
。
　
（
公
園
公
社
）

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
・
・
・
１
９
一
月
８
日
出
、
午
後

３
時
ｔ
Ｌ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
対
象
・
・
ネ
戸
も

か
ら
夭
人
ま
で
▼
内
容
・
・
・
昔
話
、

絵
本
、
物
語
な
ど
の
素
話
▼
参
加

費
…
無
料
▼
問
い
〈
お
せ
・
・
大
西

雅
子
さ
ん
（
豊
2
4
・
4
8
0
7
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
撮
影
会

　
「
ミ
ス
宇
治
」
三
人
を
モ
デ
ル
に
、

撮
影
会
か
行
い
ま
ず
。

　
▼
と
き
…
1
2
月
９
日
面
、
午
前

９
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
川
畔
▼
受
け
付
け
・
：
当
日
、
午

前
９
時
か
ら
９
時
半
に
、
観
光
セ

ン
タ
ー
ー
階
で
▼
参
加
費
…
無
料

▼
問
ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
観
光
セ
ン
タ
ー

（
容
2
3
・
3
3
3
4
）
へ
▼
そ
の
他

：
と
の
写
真
は
、
宇
治
市
観
光
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
対
象
と
な

り
ま
ず
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

　
の
講
座

　
申
し
込
み
は
同
会
館
（
酋
4
6
・

0
7
8
0
）
へ
。

　
〈
正
月
用
着
付
け
教
室
〉

　
▼
と
き
…
１
９
一
月
８
日
出
・
９
日

㈲
の
う
ち
ど
ち
ら
か
１
日
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
対
象
・
：
勤
労
者
及

び
地
域
婦
人
ｙ
定
員
・
：
4
0
人
▼
参

加
費
・
・
・
無
料
▼
講
師
・
・
・
斉
藤
喜
美

広
野
町
一
里
山

　
桂
田
　
聖
華
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
Ｈ
元
・
1
1
・
3
0
①

枝
ち
ん
▼
持
参
品
・
：
着
物
、
帯
、

小
物
一
式
▼
申
し
込
み
期
間
・
・
・
1
2

月
７
日
廊
ま
で
。

　
〈
正
月
用
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
1
5
日
出
・
1
6
日

閲
の
夕
貨
妬
心
か
１
日
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
対
象
・
・
・
勤
労
者
及

び
地
域
住
民
▼
定
員
…
2
4
人
▼
参

加
費
…
1
5
0
0
円
（
材
料
費
）
▼

講
師
・
・
・
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
持
参

品
：
土
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、
持

ち
帰
り
容
器
▼
申
し
込
み
期
間
・
：

1
2
月
1
0
日
側
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

なんにでも好奇心いっぱいの聖華

は、我が家の宝物です。

　この欄に掲載するお子さん（元年

12月生まれ）を募集しています。今月

10日までに広報課へご連絡ください。

で
は
、
左
表
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
よ
容
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

ＯＡ講座の日程・内容¬
｜

｜

講　座　名 期間 曜日時間 回数(回)瀾 受IM糾　(円)

ワープロ初級 12/16～　1/27 日
13:00-　15:30 ６ 20 7,200

ワープロ’初級イふ 火･金18 : 30-　21:00 ６ 10 7,200

(データベース)フrラオ12ﾀﾞ‰火･金18:30～　21:00 ６ 10 7.200

「

五輪真弓コンサート

プレ

イガ

イド

市文化センター／市観光協会{IS光案内所)／松

下時計店(伊勢田センター前)／フィーリングシ

ョップあらき(近鉄大久保駅東)／小山瑞泉堂

(酉宇治高校正na)／うさぎt(近鉄小倉駅前)

／あたりa !島緊ケ丘団地i筋)／黄聚薬局

(宇治小学校西)／ジンノ書店(京阪木幡駅西)／

手芸とカメラのマツモト(iW蔵山商店街中央)／

宇治書店(宇治橘通り商店街)／西小倉コミュニ

ティセンター／富士書房(近鉄久津川駅前)

12月４日(火)から発売

Ｓ席4500円

Ａ席4000円

　　電話受け付けもします!

　　主催・問い合わせ

　(財)宇治市文化センター

　　　豊20･2

111

全
席
指
定

－
－
－
－
－

な
く
そ
う
飲
酒
運
転

◆
1
2
月
１
日
（
土
）
～
１
月
1
0
日
（
木
）

　
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
活
動
◆

　
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
は
、
忘
年
会
、
新
年

会
な
ど
、
何
か
と
お
酒
舎
飲
む
機
会
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
。

『
こ
れ
く
ら
い
な
ら
』
、
「
事
故
之
起
こ
さ
な
け
れ
ば
い
い

だ
る
つ
」
と
、
安
易
な
気
持
ち
で
飲
酒
運
転
を
し
て
し

ホ
又
が
多
い
ぶ
つ
で
す
が
、
お
酒
は
視
力
や
反
射
神

経
夕
鈍
ら
せ
、
非
穆
な
事
故
か
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

り
ま
す
。
。
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
乗
る
な
ら
飲
む
な
蜃

徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
ぐ
次
幻
り
の
人
も
、

「
事
前
に
車
で
来
な
い
ぷ
つ
に
伝
え
る
」
、
「
会
合
で
お

酒
を
出
さ
な
い
」
な
ぺ
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
環
境
を

嘔
じ
げ
に
パ
に
に
ほ
１
１
巳

1187

福
祉
の
お
知
ら
せ

　保育所

入所申請

12月12日(水)から

　
平
成
三
年
度
の
保
育
所
入
所
申

請
の
受
け
付
け
衆
竹
い
未
了
。

　
▼
対
象
・
：
３
年
４
月
１
日
現
在

で
、
生
後
６
ヵ
月
以
上
見
采
満

の
乳
幼
児
で
、
保
護
者
が
仕
事
や

病
気
な
芦
辺
保
育
で
き
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
▼
申
し
込
み
…
下
表

の
日
程
で
、
集
中
受
付
か
将
い
ま

す
。
申
込
用
紙
は
各
保
育
所
（
園
）

と
保
育
課
で
配
布
中
。
申
請
に
は
、

母
親
の
「
在
職
証
明
書
」
な
べ
保

育
で
き
な
い
旨
の
証
明
書
が
必
要
。

指
定
日
に
申
し
込
み
が
で
き
な
い

人
は
、
１
Ｃ
Ｍ
月
2
8
日
宙
の
午
後
５
時

ま
で
に
保
育
課
（
内
線
ｇ
Ｏ
）
へ
。

必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て
ぐ
だ
さ

い
▼
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合

・
・
・
1
2
月
1
0
日
側
～
1
3
日
困
に
、
現

保育所入所申請の集中受付日程表

受付日 場　所 対　象　園

12/12
　俐

北木幡保育所
北木幡保育所・木幡保育所
のぽり保育rn・明星保育園

南浦保冑園
伊勢田保育園・南浦保育園
西小創呆育所・北小倉保育所

12/13
　(ね

くりくま保育園
同la保育園・くりくま保育園
大久保保育所

いずみ保育園いずみ保育園・横£S保育所

12/14
　倒

ひいらぎ保育BS
広lf保育所・ひいらぎ保tria
小倉双葉園保育所

三室戸保育園
三室戸保育is・あさひ保育園
なかよし保育園・宇治保冑所

○受付時間はいずれも午前lO時～午後4時

在
入
所
中
の
保
育
所
（
園
）
に
必
要

書
類
の
提
出
べ

　
○
産
休
明
け
保
育
（
３
年
２
月

２
日
ま
で
に
出
生
届
け
出
の
あ
っ

た
乳
児
）
と
昼
間
里
親
制
度
（
個
人

の
家
庭
で
の
保
育
）
に
つ
い
て
は
、

1
2
月
1
2
日
出
Ａ
年
２
月
２
日
出

に
保
育
課
へ
申
し
込
ん
Ｖ
＾
／
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　
障
害
者
の
日
'
9
0

　
　
「
チ
を
つ
な
ご
う
ふ
れ
あ
い

広
場
」
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
９
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

命
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
手
話
教
室
、
コ
ー
ヒ
ー
ハ

ウ
ス
、
お
も
ち
や
広
場
、
作
品
展

示
コ
ー
ナ
ー
・
‐
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
ほ

か
▼
問
公
Ｂ
せ
・
・
・
宇
治
共
同
作

業
所
（
豊
3
2
・
2
0
2
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
令
一
課
）

高
齢
者
健
康
の
つ
ど
い

心
も
体
も
健
や
か
に

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
３
日
㈲
、
午
後

１
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

民
館
▼
対
象
・
・
・
6
0
歳
以
上
の
市
民

▼
内
容
・
・
・
心
の
健
礁
刄
買
る
お

話
▼
講
師
・
・
・
京
都
府
立
大
学
精
神

科
医
師
・
岸
川
雄
介
亭
ん
▼
参
加

・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
高
齢
者
福
祉
課
健
康
管
理

係
（
内
線
３
６
０
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
訪
問
指
導
員
を
募
集

　
老
人
保
健
法
に
蜀
つ
く
、
在
宅

寝
た
き
り
者
の
訪
問
指
導
に
従
事

す
る
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）
を
募
集

し
手
。

　
▼
対
象
・
・
・
保
健
婦
か
看
護
婦
の

資
格
を
有
し
、
週
２
日
以
上
勤
務

で
き
る
人
▼
応
募
方
法
・
・
復
歴
書

と
免
許
証
の
写
し
を
、
1
2
月
６
日

湘
必
着
で
、
高
齢
者
福
祉
課
健
康

管
理
係
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
内

線
３
６
０
）
へ
▼
そ
の
他
・
・
・
採
用

者
は
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
く
ら
し
の
資
金

　
冬
期
貸
し
付
け

　
失
業
や
病
気
、
事
故
な
ど
で
生

活
に
お
困
り
の
世
帯
に
、
牛
活
資

金
盈
頁
に
符
け
ま
ｙ
。

　
▼
貸
付
金
額
…
年
間
1
0
万
円
以

内
（
夏
・
冬
合
計
）
▼
対
象
・
：
1
2
月

１
日
現
在
、
市
内
に
６
ヵ
月
以
上

の
住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
が
あ

り
、
収
入
が
牛
活
保
護
某
鵬
の
１
・

５
倍
以
内
で
、
冬
期
ボ
ー
ナ
ス
の

な
い
世
帯
（
牛
活
保
護
世
帯
は
除

く
）
。
既
に
こ
の
資
金
か
借
り
て
い

る
世
帯
は
、
貸
付
額
の
半
額
以
上

を
返
済
し
て
い
る
こ
と
▼
貸
付
条

件
・
・
・
無
利
子
・
無
担
保
。
返
済
は

４
ヵ
月
据
え
置
き
の
2
0
回
月
賦
▼

申
し
込
み
…
信
冊
日
間
ま
で
に
、

地
区
担
当
の
民
牛
萎
員
に
相
談
の

う
え
、
申
込
書
に
住
首
躇
本
を

添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
2
2
・

5
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文化センター大ホール

３年２月４日（月）午後６時半～

市制施行40周年・市体育協会設立25周年記念



　　　献血

●６日(京阪宇治交通〈株〉宇治車庫,

10時～

　正午と13時～15時半。京阪宇治交通労働組

　合主催)。　　　　　　　　　犬

　19日(保健医療センター、10時～13時と14

　時～15時半)。、

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日(宇治保健所=

9時～10時半)。

　ただし.

12月31日は、引き取りをしません。　　　相談あんない

●青少年相談（14日､宇治公民館13時-16時）。

●法律相談（6

日,

13日,

20日､｡社会福祉協

　議会・萱22･5650,受け付けは13時から、

　定員１回先着10人)。

●京都府交通事故相談( 5日, 19日、京都府

　宇治地方振興局・S21･2049､9時～16時)。

r…………………………………………………………………1

1　社会福祉協議会の年金・結婚･登記司

：心配ごとなどの相談日程や､行政･人権･：

ｌ消費生活・精神薄弱者相談の日程は, 2 i

年度版「市民カレンダーと手びき」に掲

載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は自

治振興課で、教育相談は教育委貝会で、
I 治 振 興 課 で 、 教 育 相 談 は 教 育 委貝会で．Ｉ

：日曜日を除く毎日受け付け

。

家庭児童相：

ｉ談は月
～

金曜日の 1 0 時
～ 1 6 時 に 総 合 福 祉 ｉ

ｌ 会 館 3 階 の 家 庭 児 童 相 談 室 ( a 2 3

･ 8 6 9 8 ）
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１

１ ミ ・ ・ ・Ｗ

市で収集でき

ないもの
妙齢&廊

f，

9イヤ　　バイク　　土丿少･コ'/?‘/-V片

徊

ミ ー ミ

　(ガスボ吠･灯油･和ﾚTBど)薬s類　消火器

産業廃棄物、増改築などの業者請負

コミなどは市ては収集できません。

　　　　　　　　　　　　　(清掃事務所)
－ － － ｉ ・ － ミ ミ ミ

　年末年始のし尿･可燃ゴミの特別収集日程と、

平成３年1月分の収集日程は「市政だより」12

月21日号に掲載します。ご注意ください。

　　　　　　（清掃事務所・城南衛生管理組合）
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年末年始と１月分の

日程表は12月21日号で
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12月の燃えないゴミ・し尿収集日

程表
燃えないゴミ（清掃事務所内線316～318） し尿（城南衛生管理組合電話075-631-51

71

し尿収集の届け出を
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